
 

協定留学近況報告書 

記 入 日 2016年 4月 21日 

留 学 先 大 学 高麗大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 ２０１６年２月－２０１６年６月 

明 治 大 学 で の 所 属 情報コミュニケーション学部情報コミュニケーション学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部２年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

既に協定留学に出発していた友人や先輩がいたので、その友人や先輩から情報を得ていました。またネットでも十分な情報

があったのでそこからも情報を得ていました。 

準備不足だったことは、やはり語学です。もっとやっておけばよかったと痛感しました。高麗大学は特に英語の使用率が高

く、留学生又は留学生をお世話してくださる現地の学生、みな英語はできて当たり前です。授業面でもそうですが、韓国語

ができていること、さらに英語ができていると、よりコミュニケーションの輪が広がってたくさんの国の人と関わることができ、い

い経験ができると思います。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：    Ｄ－２  

 

申請先：韓国領事館 

ビザ取得所要日数：約 1週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：無料 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

パスポート、留学先の入学許可書、その他書類 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

領事館にてすべての必要書類を提出すると、ビザを受け取る日時を記した整理券番号のようなものをもらいます。その日時

に再度韓国領事館に行けば、すぐにビザを受け取ることができます。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

ビザ申請中は手元にパスポートがありません。また、一度韓国領事館に入学許可書を提出すると、返却はないので事前の

コピーが必要です。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

      



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 アシアナ航空 

航空券手配方法 
ＨＩＳで手配しました。 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 金浦空港 現地到着時刻 14:00頃 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 電車３０分、タクシー１時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

知人にソウル駅まで地下鉄（２１分、１４５０ウォン）で連れて行ってもらって、そこからタクシー（約６０分、約１３０００ウォン）で

寮の目の前まで行きました。(出発直前になると空港から学校までの移動方法について高麗大学から連絡が来ます。） 

大学到着日 ２月２０日     時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（日本人、中国人） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 学校から随時案内のメールが来るので、それに従います。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

特にトラブルはありませんでしたが、入金、そのための口座開設など、やることが多いのですべて早め早めの行動が望ましいです。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 ２月２２日、２３日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 学校の概念、また留学生アシスタント（以下、ＫＵＢＡ）との面会がありました。すべて英語で行わ

れます。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 ３月２日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

外国人登録が韓国についてから必要です。学校で留学生一括で申請してもらえました(もちろん各自で行くこともできます)。

３００００ウォンで、日数は１か月ほどかかります。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

      

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

初めのオリエンテーションの時に、留学生は一斉に銀行口座開設を申し込みます。必要書類は学校がそろえてくれていま

す。トラブルは特にありませんでした。 



4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

       

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（３月３日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

留学生がいない韓国人だけの授業の場合、人数制限がいっぱいになったとしても、受講することができます 

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

      

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

授業開始の１週目は授業変更、追加の期間なので、変更及び追加は可能です。 

しかし、留学生だけの授業は基本早いもの順なので、希望通りいくとは保証されません。変更期間に空きがでれば受講する

こともできます。 

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
      授業       授業       ＫＵＢＡ活動 

終日 

      

10:00 
                                          

11:00 
                                          

12:00 
授業 

-13:00 

ＫＵＢＡ 

ランチ 

授業 

-13:00 

      授業             

13:00 
                        授業 

-13:50 

            

14:00 
      勉強       勉強                   

15:00 
１５：３０- 

授業 

勉強 １５：３０- 

授業 

勉強                   

16:00 
授業 

-１６：５０ 

勉強 授業 

-16:50 

勉強                   

17:00 
授業 授業 授業 授業                   

18:00 
授業 

-１８：１５ 

授業 

-18:15 

授業 

-18:15 

授業 

-18:15 

                  

19:00 
                  ＫＵＢＡ 

ディナー 

                  

20:00 
勉強       勉強                         

21:00 
勉強       勉強                         

22:00 
勉強       勉強                         

23:00 
                                          

24:00 
                                          



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

高麗大学では、ＫＵＢＡという留学生に対して高麗大学生がお世話をしてくれる制度があります。上記のように週に３日も集

まり、土曜には少し遠いところに連れて行ってくれ、貴重な体験をさせてくれます。もちろん参加は自由ですが、韓国語を話

す機会でもありますし、ほかの国の人と話すことができる貴重な場でもあります。大きなイベントとしてＣｈｅｅｒｉｎｇ Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏ

ｎ、ＭＴ（グループごとの合宿）、Ｆｉｅｌｄ Ｄａｙ（体育祭）など…どれもＫＵＢＡのメンバーが私たちを最大限に楽しませてくれま

す。 

授業は、初めは聞き取れず、苦労することが多かったですが、リスニング力が伸びたなと感じられるのは１か月を過ぎてから

でした。中間テストも、確かに、韓国語での論述は難しかったですが、２か月間しっかり受けていればその分ちゃんと試験で

発揮することもできます。どの授業も、毎回板書量は多く、課題も多いです。 

寮は学校のキャンパス内にある、外国人寮を利用していますが、学校まで歩いて 15分ほどで、中も清潔感があります。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

韓国語だけでなく英語もある程度のレベルまでできるようにしておくことが望ましいと思います。高麗大学は、世界の各国から

高麗大学の英語の授業を受けに来る”英語留学”というものがあり、英語話者の留学生は想像以上に多いです。そのような

留学生と交流する際もそうですし、はじめのオリエンテーションは完全に英語なので、その点で英語は必要だと思います。も

ちろん、韓国語も留学に来る前までに伸ばせる分だけ、しっかり伸ばしてくるといいです。英語にしろ韓国語にしろ、話せたら

話せる分だけたくさんの人とお話をすることができて、国境を超えた友人をたくさん作ることができるので、留学前は語学の集

中的な勉強をアドバイスします。 

 

 

 


